
 
参考様式６（第７条関係・公表用） 

提出された意見等の概要及び提出された意見等に対する対応 

政策等の案の名称： 

№ 提出された意見等の概要 
対     応 修 正 内 容 

（修正したとき） 採用有無 理   由 

 第２章地域支援事業  

１.美里町の高齢者の状況について 

 最後の文節で【地域での住民同士のつ

ながりや、住民と介護・医療の事業所と

のつながり、支え合いの在り方を考えて

いく仕組みが必要】とある。 

 この地域ケア体制の整備は、大変重要

なことで、２節で【高齢者の生活を支え

ることやサービスの質の向上について取

り組みます】と取組みがのべられている

が、地域包括支援センターの役割につい

ての地域住民の理解が不足していると思

う。地域住民の理解と協力があって、取

り組みの活動が活発になると思われるの

で、２．の【取組】のはじめに、地域包

括支援センターの目的や理念を入れてか

ら【以下について実施して】としたほう

が良いと考える。 

有 ご意見のとおり、地域住民に地域包括支

援センターの役割が理解されることで、

取り組みが活発になると思われます。 

「第２章地域支援事業」については、地

域支援事業で実施する内容を記載する

章となっているため、提出されたご意見

を踏まえ、計画書の記載内容を修正しま

す。 

「当町の高齢者の状況を踏まえて、次

のことを推進します。」を、「当町の高

齢者の状況を踏まえて、高齢者の生活

を総合的に支えていくための拠点で

ある美里町地域包括支援センターを

核として、高齢者が住み慣れた地域で

安心して暮らしていけるように次の

ことを推進していきます。」に修正し

ます。 



 第3章 介護支援事業 

２．介護保険サービス量の推計 

 ③ 介護療養型医療施設（療養型病床群な

ど） 

社会的入院は是正されるべきであるといって

も「在宅で介護する家族がいない」「入所でき

る施設がない」「容態の変化に家族だけでの対

応は不安」「介護者も高齢で不安」「介護者も

持病を抱えている」「仕事と住宅の事情で同居

できない」等などあって、医学的処置が あ

まり必要とされなくとも「一人暮らしである」

「トイレにひとりで行けない」「歩行困難で記

憶障害がある」として入院せざるを得ない。

無理に解消すれば「介護難民」の続出の可能

性があるという現実の上に立って、【本人や家

族の意向をふまえた円滑な退院がされるよう 

施設との密接な連携に努めます】という記述

はあまり安易すぎると思う。病院で治す医療

から地域全体で治し支える医療への転換とい

う考え方からすれば、【地域と家族との密接な

連携】のみでなく、地域社会全体を巻き込ん

だ体制、すなわち地域包括支援センターの本

来の役割にそった表現にすべきであると考え

る。 

 

有 ご意見のとおり、介護療養型医療施設の

廃止への対応については、本人や家族の

意向に沿った他の施設や病院への転院

や在宅介護への移行でなければなりま

せん。そのためには、施設との連携のみ

でなく、継続的に地域社会全体で支えて

いく支援体制が構築されていることも

不可欠であることから、ご意見を尊重

し、計画書に追記します。 

 

「本人や家族の意向を踏まえた円滑

な退院がされるよう施設との密接な

連携に努めます。」を「本人や家族の

意向を踏まえた円滑な退院がされる

よう施設との密接な連携を図るとと

もに地域包括支援センターをはじめ

とした関係機関が連携して継続的に

支援します。」に変更します。 



 第５章計画の推進  

１.地域包括ケアシステムの推進について 

 高齢者医療は、いわゆる「治す」こと

を目的とした一般医療とは異なってい

る。持病の一つや二つ持っている高齢者

にとって「健康」とは何なのか、医療費 

負担で老後の生活を犠牲にしてまで抱え

ている疾患すべてを「治療」することが

必要なのかを考えるときと思う。 

 社会保障制度改革国民会議でも提言さ

れているように、「病院で治す」医療から

「地域全体で治し支える」医療への転換、

病院完結型から地域完結型への転換、す

なわち在宅医療・介護の充実が望まれて

いる。 

 医療と福祉は目的が同じになりその両

方を地域の中に組み入れていく総合診療

医の役割は重要になる。 

 こういう考え方にたてば、【地域共生社

会の実現を図る】という一行での表現で

は物足りなく、もう少し具体的な表現に

組みなおしていただきたいと考える。 

有 ご意見のとおり、今後、在宅医療と介護

の連携を図り、住み慣れたところで最後

まで生活ができるような地域づくりを

行っていく必要があります。ご意見を尊

重し、計画書の記載内容を整理します。 

「高齢者の自立支援と要介護状態の

重症化防止、地域共生社会の実現を図

るとともに、介護を行う家族への支援

や虐待防止対策の推進、介護をしなが

ら仕事を続けることができるような

サービス基盤の整備を目指します。ま

た、住み慣れた地域で最後まで生活が

できるよう、医療と介護の連携を進め

ていきます。」を「高齢者の自立支援

と要介護状態の重症化防止に努め、ま

た、住み慣れた地域で最後まで生活が

できるように医療と介護の連携を推

進していきます。地域共生社会の実現

を図るとともに、介護を行う家族への

支援や虐待防止対策の推進、介護をし

ながら仕事を続けることができるよ

うなサービス基盤の整備を目指しま

す。」に変更します。 


